
つくばみらい市教育振興基本計画（案）に対する 

意見の内容および市の考え方 

 

意見提出期間 平成２９年２月１日（水曜日）～平成２９年３月２日（木曜日）） 

意見提出者数 ４人 意見件数 １１件 

 

№ 意見項目 意見の内容 件数 市の考え方 

１ 【１１４ペー

ジ】文化事業・

生涯学習事業 

 

当市の芸術振興にむけ

て，条例の制定や振興計画

を策定する検討を加えて

下さい。 

・理由（１１ページ） 

『文化芸術活動を支え

る環境を充実させるため，

「文化芸術活動に対する

効果的な支援」や「文化芸

術を創造し，支える人材の

充実及び子供や若者を対

象とした文化芸術振興策

の充実」，「文化芸術の次世

代への確実な継承，地域振

興等への活用」などの取組

みが必要です。』と前提条

件として考え 

・地域文化の伝承・文化活

動の在り方の検討（１８ペ

ージ） 

 『つくばみらい市や地域

に根差した伝統や伝承な

どを語り継ぐための取組

みを進め，地域文化や伝統

を次世代に継承すること

が必要です。また，新たな

市民文化を醸成するため，

市民が一体となり文化活

動を推進することも大切

です。』 

というのであれば， 

１１４ページにあるよう

な事業の継続ではなく，あ

らたな取組みが必要と考

１ ■条例の制定及び芸術振興計画

の策定 

 

・第 4節の「５.地域の文化や伝

統の次世代への継承」において，

本市の芸術振興に関する施策を

記載しています。 

・本計画に示す施策・事業につ

いては，着実に推進できるよう

進行管理をしながら進めていく

予定でおります。 

・ご指摘の条例の制定及び芸術

振興計画の策定については，施

策を推進するなかで，検討して

まいります。 



える。当市の芸術振興計画

を策定する検討を加えて

下さい。 

２ 地域人材の活

用，放課後子ど

も総合プラン 

 

 

地域教育の充実で市の

特徴を活かし，量から質へ

の転換を図る。 

 市には，団塊世代の働き

盛りに転居してきた人材

が多く有ります。それを地

域の教育に活かす方法を

考えてください。 

このような施策を考え

る。 

・学校が地域の「人」「も

の（自然・産業・伝統・文

化・歴史などに関わるも

の）」を有効に活用できる

よう，データバンクを整備

します。そのバンクを基本

に様々な施策を展開し地

域で教育・子どもたちを支

えていく，また退職者の生

きがいもつくることがで

きる。 

 

・教育サポート・ネットワ

ーク事業 

学校の運営や教育活動を

支援する「学校支援ボラン

ティア」の養成と，ボラン

ティアと学校とを結ぶ「学

校支援コーディネーター」

の養成，さらには両者のス

キルアップを図り，開かれ

た学校づくりと地域の教

育力の再構築を図ります。 

 

・放課後子ども教室推進事

業 

学校の協力のもと，地域の

ボランティアで組織され

た実行委員会が，子どもた

１ ■データバンクについて 

第 4節の 2.質の高い学習機会の

充実の②「地域人材を活用した

生涯学習の推進」において，人

材バンク制度の導入を検討する

としています。 

・ご意見を取り入れながら，実

施に向けた検討に取り組んでま

いります。 

 

■教育サポート・ネットワーク

について 

・「第 3 節の 5.地域とともにあ

る学校つくりの推進の②コミュ

ニティスクールの検討」を示し

ております。 

・今後，周辺都市の事例なども

参考にしながら，本市の実状に

あった教育サポート・ネットワ

ークについて検討してまいりま

す。 

 

■放課後子ども教室推進事業 

・第 3節の 4.家庭と地域の教育

力向上の①-3放課後居場所づく

りに記載しております。 

・「放課後子ども教室」について

は，「放課後児童健全育成事業」

とあわせて「放課後子ども総合

プラン」として実施しておりま

す。新設校を含め，本市のすべ

ての小学校で実施いたします。 

・事業実施の過程で，地域の皆

さまのご協力をいただきなが

ら，様々な体験活動や交流の機

会を提供してまいります。 



ちの放課後等の安全・安心

な居場所として，学習，ス

ポーツ，文化活動などの

様々な体験活動や世代間

交流の機会を提供します。

小学校の敷地内に設置さ

れている学童クラブとの

連携も図ります。 

 

このように，地域ぐるみ

の教育環境をつくってい

くことで，成長力日本一の

自治体の教育力も発信し

ていくことが必要です。 

３ 図書館事業 

 

図書館事業の充実 

・『利用者の多様なニーズ

に対応した資料の充実を

図るとともに，蔵書数を確

保するため，将来的に施設

の整備も視野に入れ，計画

的な蔵書整備を進めま

す。』とありますが，施設

の整備計画をするという

前向きなものにしてくだ

さい。 

・また，雑誌の充実や専門

書の確保も必要です。 

・『近隣市町村，学校図書

館と連携・協力し，蔵書の

相互利用を推進します。』

とあり，守谷市の図書館等

が人気です。蔵書の相互利

用にとどまらず，連携した

イベントや講座の企画な

ど推進してください。 

１ ■施設の整備計画について 

・ご指摘を受けて，③－１図書

館事業の充実の一行目「～蔵書

を確保するため，将来的に施設

の整備も視野に入れ～」の文言

から「将来的に」を削除し，「～

蔵書を確保するため，施設の整

備も視野に入れ～」とし，整備

計画について前向きな取り組み

を示します。 

・また，小規模の補修や設備の

更新については，利用者の皆さ

まの声をお聞きしながら，進め

てまいります。 

 

■雑誌の充実や専門書の確保に

ついて 

・本市の図書館が所蔵できる蔵

書数には限りがあることなどか

ら，今後は電子書籍の導入など

も合わせて，図書の充実を図っ

てまいります。 

・また，近隣図書館等との連携

を図ることで，より広範囲かつ

専門的な内容の図書を提供でき

るよう，取り組んでまいります。 

 

■近隣市町村との連携について 

・蔵書の相互利用にとどまらな



い連携イベントなどについて

は，ご意見をもとに検討してま

いりまたいと思います。 

４ 推進体制 

 

・情報提供の充実を加えて

ください。本計画を連携・

協働して進めるために，保

護者や地域，市民，関係機

関等のすべてが主体的に

関わることができるよう，

また，関わりやすいよう

に，教育委員会や学校から

の情報提供を充実させま

す。 

・アンケートの実施も加え

ると，市民の要望がわか

り，推進体制にはよいと思

う。 

１ ■情報提供について 

・第４章「(３)関係機関との連

携」に情報の発信と情報共有に

ついて記載しています。 

・ご指摘を受けて，本計画を連

携・協働して推進していくため，

教育に関する市の取組を伝える

とともに，多様な媒体を活用し

た情報提供の充実に努めてまい

ります。 

５ 年度計画の策

定 

 

「基本計画」という性格

上，内容が総花的・網羅的

になってしまうきらいが

あります。あれもこれも…

とつい入れ過ぎて，自分で

自分の首を絞めてしまう

ことになりがちです。 

 そこで，大切なのが「年

度計画」です。ご承知のと

おり，「年度計画」策定の

ポイントは優先順位を考

慮して“重要項目“を絞り

込むことです。 

１ ■年度計画の策定 

・本計画の推進にあたって，教

育委員会としましても，最も重

要な観点であると認識しており

ます。 

・本計画策定後は，「つくばみら

い市教育委員会事務の点検及び

評価」とあわせ，毎年度，予算

に基づいた目標を年次計画とし

て掲げ，施策・事業を推進して

まいります。 

６ 年度計画の公

表 

 

次に，「年度計画」の実

施結果をだれがどのよう

に評価し，どんな機会にど

んな形で公表するのかを

あらかじめ詰めておくこ

とが必要です。 

公表の場として「パブリッ

クコメント」が有効かも問

うてみてください。 

行政手続きの一環だから

…と惰性になっていませ

んか。 

１ ■年度計画の公表 

・「第４章計画の推進に向けて」

において，計画の進行管理につ

いて記載しています。 

・評価の方法・体制については，

あらかじめ詰めておく方向で進

めさせていただきます。 

・市民の皆様への公表の仕方に

ついても，現在検討中です。ご

指摘を踏まえて検討してまいり

ます。 

 

 



７ 審議会や委員

会の評価 

 

評価し公表する場の一

つとして「審議会」や「委

員会」があります。これら

を上手に使うことが有力

な手段となりますが，現状

の審議会・委員会はその要

望に応えることができる

でしょうか。評価すべきで

しょう。 

「審議会」・「委員会」の

改変を年度経過に織り込

んでください。審議内容・

回数・メンバー構成などが

改変のポイントです。例え

ば，メンバー構成は「あて

職」で選ばれるケースが結

構多いと思われます。やむ

を得ないとしても，一部の

委員の公募制などが検討

されてもいいと思われま

す。 

１ ■審議会や委員会の評価 

・つくばみらい市教育振興基本

計画は，市の教育行政全般に対

応する計画であり，公表の場と

しての「審議会」，「委員会」の

重要性は，ご指摘の通りと認識

しています。ご意見を参考に，

今後の会議の在り方を検討して

まいります。 

８ コミュニティ

センター 

 

現在，みらい平コミュニ

ティセンターは設備的な

面はあるかと思いますが，

子供向けのイベントがよ

く開催され，子供の声が良

く聞こえて来ます。４月か

らは民間委託されるとの

ことですので，板橋，小絹，

谷井田コミュニティセン

ターでも，子供向けのイベ

ントを開催して，子供達の

利用を多くしてはどうか

と思います。 

！！子供達の明るい声が

聞けるように！！ 

１ ■コミュニティセンター 

・平成２９年度より市内のコミ

ュニティセンターに指定管理者

制度を導入し，季節ごとのイベ

ントの充実など，市民サービス

の向上を図ってまいります。 

・また，ご意見を参考に，子ど

も向けのイベントに加えて，そ

れぞれの地域の方々のニーズを

伺いながら，最も効果的な事業

を展開していきたいと考えてお

ります。 

 

９ 【２４～３７

ページ】姉妹都

市交流 

 

実践的な国際交流協会

の設立により，文化，スポ

ーツ交流，外国との姉妹都

市締結を検討しては。 

１ ・ご指摘を受けて７６ページ第

４節「６．男女共同参画社会の

推進」を「６．男女共同参画社

会の推進及び国際交流の推進」

とし，新たに以下の内容を追加

します。 

○取組方針 



②市民の国際感覚を醸成すると

ともに国際交流を通した人づく

りを目指します。 

○具体的施策の内容 

「②国際交流の推進」 

・市民の国際感覚を醸成するた

め，国際理解に役立つ講座の展

開やイベントの充実に努めま

す。また，多文化共生の理念に

基づき，交流活動への市民の参

加を促進し，国際化に対応でき

る人材の育成を図ります。 

１０ 【４９ページ】

スポーツの機

会 

 

学校教育担当者と社会

体育団体，指導者との共同

研修，会議を持ち，多種多

様なスポーツの機会を。 

１ ・ご意見を参考に，「①子どもの

体力増進とスポーツ活動の充

実」の最後に，以下の一文を追

加します。 

「さらに，スポーツ活動に携わ

る学校，団体，指導者，ボラン

ティアの連携・協力体制の強化

を図ることで，子どもが多種多

様なスポーツの機会を得られる

よう取り組みます。 

１１ 【７２ページ】

スポーツ振興

基金の設立の

検討 

 

(1)競技力向上への助成

（大会参加への経済的

助成） 

(2)有資格取得への助成 

(3)トップアスリートとの

交流助成 

(4)スポーツクラブハウス

の整備（交流の場） 

１ ・地方自治体における競技スポ

ーツの振興，トップアスリート

との交流による地域スポーツの

活性化等の重要性については，

「～トップスポーツと地域にお

けるスポーツとの連携・協働の

推進～」と記述させていただい

ています。 

・具体的な取組については，ご

意見を参考にさせて頂きたいと

思います。 



 

■パブリック・コメント（意見募集）での計画素案の公表以降，関係課による計画内容の再

精査及び策定員会の委員からの意見をもと以下の内容を追加いたしました。 

 

・第２節の「２．子どもの心身の健康の保持増進」「②‐１安全でおいしい給食の提供」にお

いて，「また，食物アレルギーを持った子どもたちも，クラスメートと一緒に安心して食事

のできる給食の提供に努めます」を追加しました。 

 

・第３節の「１．安心・安全な学校施設づくり」「①学校施設・設備の充実」において，「ま

た，公立幼稚園の園舎については，施設の老朽化への対応が必要となっていることから，

木造園舎，耐震基準適合外の園舎の安全性を確保するため，幼児施設の適正配置の検討と

合わせて，設備の整備・更新を図ります」を追加しました。 

 

・第３節の「３．教育環境の公平性の確保」「①-２幼児施設の適正規模・適正配置の検討」

において，「幼稚園については，質の高い幼児教育を推進する観点から，幼稚園及び保育園

の連携，認定こども園への移行など，また施設の老朽化対策の必要性なども踏まえた上で，

施設の適正規模・適正配置を総合的に検討していきます」を追加しました。 

 

・第４章の「計画の推進にむけて」の「１．関係機関等との連携」において，（１）庁内推進

体制、（２）家庭，地域との連携、（３）関係機関との連携 の３つの項目に整理しました。 

 

 


